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天理大学

【大学の将来ビジョン】
　天理大学では、2017年に創立100周年に向けた「天理大学ビジョン2025」を学内外に公表し、社会の要請に
応えうる大学となるため基本方針と行動目標（教育・学生支援・研究支援・社会連携・管理運営体制）に関す
る54のアクションプランを策定した。このビジョンの方針に従い、学生の教育や研究、学生支援等の充実と人
材育成を点検・評価するための会議体（企画評価会議、研究推進会議、研究ブランディング事業専門委員会、
外部評価委員会）を新たに整備し、学長のリーダーシップの下に大学の将来ビジョンに向けた具体的活動を機
能させる体制を構築した。ビジョンでは、「育成する人材像」を基盤に、自分が何をなすべきかを主体的に判
断し、能動的に行動のできる人間を育成する【教育】、学生が個人の特性を活かしつつ、学生生活において学
習やクラブ活動などに積極的に取り組むことができ、将来、社会において主体的主導的に活躍できる礎となる
時間と場所を提供する【学生支援】、確かな教育力の基盤は、優れた研究（力）にあるとの考えから、外部研
究資金の獲得を含む、研究支援体制を強化する【研究支援】、学問の自由を堅持しつつ、社会的公器である大
学として、学術研究および教育の成果を積極的に社会に還元していく【社会連携】、学長を中心とした執行部
を補佐し、教学マネジメントに必要な情報の収集・分析・課題を検討するためのＩＲ体制を強化する【管理運
営体制】を基本方針とした。本事業は、これらビジョンの中で「社会連携の促進」に向けた最優先課題とし
て、全学一丸となり天理市のスポーツ振興や健康づくり事業の促進に貢献できる存在感を確かなものにして、
地域から信頼されるブランド力を強化する。

（ ２ ） 期待される研究成果

　本研究事業では、「天理大学スポーツブランドを活かした地域のスポーツ・健康づくり研究拠点の形成」を
目指し、天理市地域が中心となってスポーツを「する」「観る」「支える」人を増やすことで、心身ともに豊
かな生活を送ることができるような生涯スポーツライフ社会の実現を目指す。そのために、次の２つの研究
チーム、６つの研究ユニットを組織し、相互に連携しながら研究活動を行い、最終目標の達成を目指す。
１．地域スポーツ研究チーム
＜ユニット１：子どもの運動技能向上に関する研究＞
　①本学にスポーツクラブを設立し、安全かつ効果的に子どもたちの運動技能や体力を向上させられる指導法
を開発する。②体力に比べて客観的な評価が難しい運動技能の評価法を新たに開発する。③競技スポーツに移
行した時に役立つ基礎的な身体の使い方やトレーニング法を開発する。早い時期に運動技能を上達させること
は各種スポーツへの加入率も増加することが期待できる。さらに、運動技能の向上は体力向上にもつながるこ
とから子どもの体力低下問題にも貢献することができる。
＜ユニット２：女性スポーツの振興に関する研究＞
　①女性が手軽にスポーツを楽しめる環境を整備する。②女性スポーツの指導者養成プログラムを開発する。
③女子児童・生徒の運動時間やスポーツ実施率を向上させる。④若い女性（特に、20歳代と30歳代）のスポー
ツ実施率の向上につなげる。これら、特有の課題を解決することにより、女性や女子児童・生徒が気軽にス
ポーツを取り組むことができる環境（機会）を学内外に創出し、天理市における女性の運動習慣者の割合を増
加できる。スポーツを「する」と「支える」ことに対する知識や技能、興味・関心が向上する。
＜ユニット３：市民の運動・スポーツ参加促進に向けた振興に関する研究＞
　①エビデンスにもとづいた天理市のスポーツ行政施策の実現に向けた資料提供・提案・推進を行う。②天理
市における生涯スポーツ機会の充実を通じてスポーツ実施率の向上を図る。③「する」「観る」「支える」と
いった幅の広いスポーツへの関わり方を啓発できる。④天理市民による天理市民のためのスポーツ行政の構築
につながる。また、2019年のワールドカップラグビー、2020年の東京オリンピック・パラリンピック、そし
て2021年の関西ワールドマスターズゲームズと、世界的なスポーツイベントが３年連続で開催される「ゴー
ルデン・スポーツイヤーズ」を、市民のスポーツ参加促進の機会と捉え、本事業期間内にスポーツ振興の充
実を図ることができる。
２．健康づくり研究チーム
＜ユニット４：児童・生徒の体力・運動能力向上に関する研究＞
　①各種の運動場面やスポーツ活動で重要な役割を果たす爆発的な筋力発揮能力を高めるためのトレーニング
を開発する、②若年者の専門指導者やトップアスリートによる運動・スポーツ指導システムの構築により、若
年者がスポーツを「する」と「支える」の立場から積極的参加を促す。③スポーツコンディショニング法を児
童･生徒に応用する新たな方法を開発し、トレーニングによるコンディション悪化やスポーツ障害発症の抑制
を目指す。これら、新たな視点のトレーニング開発やコンディショニングの応用は学校現場における体育やク
ラブ活動に大いに利用可能となる。
＜ユニット５：中高年者と高齢者の健康づくり・介護予防に関する研究＞
　①健康づくり活動のリーダーとなる「運動指導アドバイザー」養成に関するプログラムを開発する。②体力
を知る機会（体力測定会）を整備充実させる。③「老いは脚から」とされる下肢筋力を鍛えるプログラムを開
発する。運動を習慣化する方策として、天理市と共同で運動指導アドバイザーを多数養成し、一般住民と一緒
に運動するように仕向ける。本学体育学部体力学研究室が開発した健康体力年齢を算出できる体力測定の機会
を増やすことで、体力の現状を知り、運動実践の動機につなげる。下肢筋力を改善する自宅実践型のプログラ
ムを新たに開発し、いつでも、どこでも、手軽に鍛えられる効果的なトレーニングを提供できる。
＜ユニット６：地域福祉とスポーツに関する研究＞
　①スポーツや運動を通じた共助の拡大を目指し、障がい者や地域住民の自立生活や共助・共生を実現するた
めの手法や仕組みを開発する。②子ども、高齢者、障がい者など多様な参加者の創出とその交流を促進し、地
域の多様な人が集う「居場所」を創出し、活動を通じた地域住民の変化に「気づく」ことができる人材の育成
と意識の醸成を図る。共助による地域福祉の充実にはスポーツの役割が期待でき、家族や知人、友人との関係
を保ち続ける「居場所」は、地域住民が集う場であり、スポーツと運動の活動拠点となる。


